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沿岸域を守る森林技術
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プログラム概要

パネルディスカッション ： 防災機能を有する森林の造成と管理
　　　　　 基調講演者、セッション登壇者

　近年、世界各地で豪雨の強度・頻度の増加や台風の発
生頻度の増加等が報告されており、斜面災害の大規模化
や頻度上昇、沿岸域での高潮被害の甚大化などのリスクが
高まっています。
　こうした中、2021年11月には、イギリスのグラスゴーで気
候変動枠組条約第26回締約国会議（COP26）が開催さ
れ、気候変動の緩和と適応の両面に資する「自然に基づく
解決策」として森林の重要性が改めて共有されました。
　森林総合研究所ＲＥＤＤプラス・海外森林防災研究開
発センターでは、開発途上国における森林による緩和と適
応両面の気候変動対策に関する研究に取り組んでおり、適
応策として日本の森林機能を活用した防災・減災技術を途
上国で適用するための検討を進めています。
　日本は、古くから台風や津波などの自然災害に見舞われ
たことから、森林の防災・減災機能を活用した災害対策とし
て治山技術を培ってきました。沿岸域においては、土砂流出

や洪水、津波、高潮、強風など自然の猛威から生活空間を
保護するバッファーゾーンとして、居住地等の周辺に海岸防
災林を整備してきた歴史があります。森林整備と補助的な
施設を組み合わせる治山技術は、比較的低コストであるこ
とや木材供給、水源涵養、食料採集の場など森林の多面的
な機能も期待できることから、今後防災対策を進めようとす
る途上国においてもその適用が期待されます。
　本セミナーは、途上国の沿岸域で暮らす人々を災害から
守る森林技術の開発に向け、マングローブ林の造成と管理
について、これまでの経験、最新の知見、現地ニーズと取組
みについて各国から報告します。さらに、「防災・減災機能を
有する森林の造成と管理」をテーマにパネルディスカッション
をおこない、今後の課題と方向性について議論します。
　なお、本セミナーは、令和3年度林野庁補助事業「森林技
術国際展開支援事業」の一環として実施します。
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　　　　　 各地の取組み

略歴：1951年生まれ。1974年東北学院大学文学
部史学科卒。1980年東北大学大学院理学研究科
博士後期課程修了（理学博士）、同年東北学院大学
文学部助手、同教授を経て2005年東北学院大学
教養学部地域構想学科教授に転任。 2019年3月
に東北学院大学定年退職。 2017年6月に、国土地
理院から、平成29年度「測量の日」における功労者
感謝状を贈呈される。主要な研究テーマは、自然地
理学、丘陵地斜面の地形、地すべり地形、マング
ローブ林の地理生態系。近年は、ハザードマップと
GISを活用した自然地理・防災教育もすすめている。
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